
令和 8年度 後期日程 数学
出題の意図と採点のポイント
1 • 対数関数・指数関数の基本的な性質を理解しているか。

• 関数の増減を調べ，極値を求められるか。
• 数式を整理できるか。
• 必要に応じた場合分けができるか。

2 • 置換積分・部分積分が正確にできるか。
• 有理関数・三角関数の積分が正しく計算できるか。

3 • ベクトルの内積を計算できるか。
• 指定されたベクトルを、同一平面上にない 3つのベクトルを用いて表すことができるか。
その際、直交性を適切に使うことができるか。

• 三角形の面積を求めることができるか。
• 無理関数の極値を調べることができるか。

4 • パラメータ表示された曲線を正しく扱うことができるか。
• 直交条件などの図形的構造が把握できるか。
• 増減表により関数の全体像が把握できるか。
• 面積の分割と符号処理が正確にできるか。
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